
＜ 初夏のみずべ公園 ～⑧黄色いキク科の花に来る虫たち ＞
し ょ か

５月９日ひたち野うしく小３年生と、16日１年生とのみずべ公園の生きもの観察、今回はブタナな
かんさつ

ど黄色いキク科の花と、そこに来た虫たちの紹 介です。
しょうかい

みずべ公園の黄色いキク科の花で、よく目立つのがタンポポとこのブタナでしょう。ぱっと見て、
か

タンポポと思いこんでいる人もいるようです。花も葉も違います。よく観察しましょう。小さなハナバ
は ちが

チやハナアブ、チョウがやって来ます。

５月なかばでだいぶ少なくなっていましたが、オオジシバリもまだ

咲いていました。小さなハナバチなど、だいたいブタナと同じ虫たちが
さ

来るようです。

最後に、オニタビラコ。

ここにも、小さなハナバチが

来ていました。ベニシジミな

どが、みつを吸っていること

もあります。
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黄色いブタナの花（左）と、そのみつや花粉をなめるナミハナアブ（右）。
かふん

黄色いオオジシバリの花（左）と、そのみつを吸う小さなハナバチのなかま（右）。

オニタビラコの黄色い花(左)と、

そのみつを吸うハナバチ(右)。


